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A. 研究目的 

 2021 年 3 月に HIV スクリーニング検査の
結果告知方法について変更の通知が出され、
スクリーニング検査の結果告知を外部委託す
ることができるようになった。コロナ禍にお
ける保健所業務の急増のため、保健所での
HIV 検査が減少した。以上より、今後公衆衛
生学的な緊急事態が発生しても HIV検査提供
が維持でき、アクセスしやすい多彩な HIV 検

査体制の構築と評価が求められている。本研
は現行の HIV検査体制に加えて様々な異なる
形態の HIV 検査を実践し、より受検者にとっ
ても医療従事者にとっても受検/施行可能な
検査の導入を進めるための基礎資料（マニュ
アル）を作成することを目的とする。 

 

B. 研究方法 

 研究対象地域は本研究の取り組みの結果
（陽性受検者の受診）が名古屋医療センター
で把握できる愛知県・名古屋市とした。 

1)疫学グループ：「国内伝播クラスタ(dTC)の
検索プログラム（SPHNCS）」は、地域でのア
ウトブレイクが示唆される dTC や、報告感染
者以外の感染例がないと説明のつかないネッ
トワーク構造を持つ東海地方の dTCの動向モ
ニタリングを行った。 

2)アウトリーチグループ：検査の広報（多言語
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研究要旨 
本研究では愛知県での HIV 検査実施を通して受検者にとっても検査を行う医療従事者にとっ
ても導入・継続可能な検査体制を構築することを目的とした。疫学グループでは国内伝播クラ
スタ検索プログラムを通じて、東海地方の MSM の若年層における HIV-1 の広がりやすいグ
ループがコロナ禍でも健在であることを示した。またアウトリーチグループでは名古屋市主催
の iTesting@Nagoya の HP を多言語化することで、機械翻訳を正確に行うための日本語の表
記に工夫が必要であることが判明した。検査実施及び診療グループでは iTesting@Nagoya で
は 802 人、iTesting@Aichi&NMC では 685 件の検査を実施した。受検者アンケートで、土曜
日のクリニックでの検査希望が多いことが判明した。プライベートクリニックで HIV 検査を
導入できるように導入障害となっている問題点を具体化していく必要がある。 



対応）、検査を評価するためのアンケートの作
成（多言語対応）・解析、多言語対応した
iTesting ウェブサイトの作成を行った。 

3)検査・診療グループ：新たに iTesting 方式で
HIV 検査を行う性感染症診療を行っている診
療所/クリニック・健診機関を開拓した。また
行政と連携し、定期的および常設の検査を展
開した。 

（倫理面への配慮） 

検査は予約からすべて匿名検査で行っている。
またアンケート調査も匿名検査で行い、名古
屋市立大学の倫理審査を受審の上実施した。 

 

C. 研究結果 

＜東海地方の dTC の動向＞ 

分担研究者：椎野禎一郎 

pol 領域の配列情報から判定できた 2021 年の
東海地方由来の新規感染者は、サブタイプ B

の dTC所属例が 54、孤立例（singletons）が 13、
CRF01_AE の dTC 所属例が 4、孤立例
（singletons）が 7 だった。 

＜検査の実施＞ 

分担研究者：金子典代 研究代表者：今橋真
弓 

iTesting＠Nagoya は名古屋市と協力し、本年度
は計 3 回行い、合計 802 人の受検があった。
3 回合計の各検査陽性率は HIV は 1.00%、TP

抗体は 15.6%、HBs 抗原は 0.37%、HCV 抗体
は 0.25%であった。陽性未確認率は各回とも
0%であった。 

iTesting@Aichi&NMC は愛知県と協力し、令和
4 年度 4 月～3 月で 685 件の検査を行った。各
検査陽性率は HIV は 0.6%、TP 抗体は 6.1%で
あった。陽性未確認率は 0%であった。 

＜受検者アンケートの実施＞ 

分担研究者：金子典代 

第 1回の iTesting@Nagoya検査会では、76.8％、
第 2 回では、66.7％の受検者が回答した。複数
チャンネルの広報を実施した第 2 回の方が名
古屋市居住者割合、女性割合、ヘテロセクシ
ュアル割合、検査経験が初である割合が増加
した。 

＜検査ホームページの多言語化＞ 

分担研究者：金子典代・吉田理加 

12/4 実施の iTesting@Nagoya の検査オリエン
テーションホームページおよび予約サイトの
多言語化を行った。日本語以外に英語・ポル
トガル語・スペイン語・ベトナム語のページ
を作成した。検査会社と協同し、できるだけ
Google 翻訳を受検者が行った際に正しい各言
語に変換できるよう、日本語の言い回しに工
夫を施した。 

＜診療所・クリニックへのアウトリーチ＞分
担研究者：野口靖之 

地域における iTestingp@Clinic サービスの普
及促進の運用協力に関して産婦人科のプライ
ベートクリニックに問題点の聞き取り調査を
行ったところ、運用に協力するニーズがない
のではないか？、また性風俗のスクリーニン
グは、結果が匿名なので iTesting の役割をは
たさないのではとの指摘があった。 

 

D. 考察 

国内伝播クラスタは過去２年、singletons の
報告は少なくともサブタイプ B では継続して
増えており、パンデミック化で東海地方の流
行や検査動機に質的な変化が起きている可能
性が示唆された。今後 singletons 例がクラスタ
化するか否かが注目されるとともに、これら
が hard-to-reach 層を形成する可能性に興味が
引かれる。 

検査の実施においては、陽性未確認率はどの



検査でも 0%であったことから、スクリーニン
グ検査の告知方法の通知に記載された「スク
リーニング検査結果は確実に本人に通知す
る。」という文言については達成できていると
思われる。今後はより当日キャンセル率を減
らし、多くの受検機会が提供できるように創
意工夫していく必要がある。 

iTesting@Nagoya のゲートホームページを多
言語化することができた。日本語の他に英語・
スペイン語・ポルトガル語・ベトナム語で翻
訳した。一方で、上記の言語を話す人々の間
では HIV 感染が多い、という偏見を抱いてし
まう可能性もあるため、今後はさらに翻訳言
語を増やすことで、それらの偏見を払拭して
いく。 

iTesting@Clinic を展開するにあたって、プ
ライベートクリニックでの業務負担採算性の
配慮が必要である。今回実施した事前ヒアリ
ングにより、iTesting@Clinic が実施可能な業
務形態を明確にし、障害となる問題点を具体
化する必要があると考えられた。 

 

E. 結論 

 2021年に東海地方の医療機関に来院した新
規 HIV 感染者はサブタイプ B-dTC に所属し
ない孤発例が増加し、CRF01_AE-dTC 例は減
少していた。iTesting@Nagoya では 802 人、
iTesting@Aichi&NMC では 685 人に検査機会
を提供した。Testing@Nagoya では全検査会で
受検者アンケートを実施し、来場者の特性把
握が可能となった。アウトリーチにおいては、
iTesting のホームページの多言語化を完成さ
せることができ、今後は多言語コミュニティ
への啓発活動に注力することになる。最後に
iTesting@clinic の現場運営に関する問題点を
具体化して依頼施設の選定につなげる予定で

ある。 
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4. 金子典代、浅沼智也、荒木順、生島嗣、塩
野徳史、砂川秀樹、宮田りりぃ、今村顕史：
性別違和・トランスジェンダー当事者にお
ける性産業従事経験、性行動、性感染症の
罹患、検査の実態．第 36 回日本エイズ学会
学術集会・総会, 浜松, 2022 

 
＜野口靖之＞ 

1. 当科で経験した AYA 世代活動性梅毒の
検討（一般演題）第 37 回日本女性医学学
会学術集会（米子） 2022.11.12 

2. 当科で経験した非妊婦における活動性
梅毒 6 症例の検討（一般演題） 第 38 回
日本産婦人科感染症学会学術集会（東京）
2022.5.8 
＜吉田理加＞ 

1. 武田珂代子・辛島デイヴィッド・宮田玲・
山田優・吉田理加 日本におけるトラン
スレーション・ポリシー研究事始め 日
本通訳翻訳学会第 33 回年次大会（オンラ
イン） 2022 年 9 月 

2. 松下佳世・古川典代・吉田理加 多言語
通訳コーパスを活用した日英・日中・日
西の訳出比較に基づく初期的考察 日本
通訳翻訳学会第 33 回年次大会（オンライ
ン） 2022 年 9 月 



3. 飯田奈美子・斎藤美野・坪井睦子・蓮池
通子・水野真木子・吉田理加 通訳翻訳
研究におけるデータセッションの有効性
の検討 日本通訳翻訳学会第 33 回年次
大会（オンライン） 2022 年 9 月 

 
H. 知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

なし 

 


